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東
北
町
は

｢

教
育
の
町｣

の
確
立

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
や
家
庭
、

地
域
社
会
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
や

目
標
が
、
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
東
北
町
の
児
童
生
徒
の

学
力
を
調
査
・
分
析
し
、
学
力
向
上

の
た
め
真
に
必
要
な
政
策
は
何
か
、

目
標
を
ど
こ
に
設
定
す
る
の
か
な
ど

を
取
り
ま
と
め
る
た
め
、
教
育
の
現

場
を
担
う
町
内
の
小
中
学
校
長
十
人

で

｢

学
力
向
上
推
進
会
議｣

を
設
置

し
ま
し
た
。

同
推
進
会
議
で
は
、
ま
ず
子
ど
も

た
ち
の
学
習
意
欲
や
環
境
な
ど
の
実

情
を
把
握
す
る
た
め
、
町
内
の
児
童

生
徒
、
約
千
六
百
七
十
人
を
対
象
に

学
習
適
応
性
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
結
果
と
の
比
較
・
分
析
を
行

い
、
次
代
を
担
う
児
童
生
徒
に

｢

確

か
な
学
力｣

を
着
実
に
定
着
さ
せ
る

た
め
の
課
題
や
事
業
、
目
標
を
定
め

た｢

学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
ま
し
た
。
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｢
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン｣

で
は
、
確
か
な
学
力
の
定
着
に
向
け

て
、｢
基
礎
学
力
の
定
着｣

と

｢

生

活
リ
ズ
ム
の
確
立｣

の
二
つ
を
重
点

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
検
査
や
調
査
で
、
全

国
及
び
県
平
均
以
上
を
達
成
す
る
な

ど
と
い
っ
た
具
体
的
な
数
値
目
標
を

定
め
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
学

校
、
家
庭
・
地
域
社
会
、
教
育
委
員

会
の
取
り
組
み
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
施
策
を

ま
と
め
ま
し
た
。
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こ
れ
ら
の
施
策
は
、
学
校
側
の
指

導
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ま

た
家
庭
だ
け
で
実
行
し
て
も
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
、
家
庭
・
地
域
社
会
、
そ
し

て
教
育
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
、
目
標
の
達
成
に
向
け
、

相
互
に
連
携
し
合
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
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①学力向上策の推進
②支援体制の整備
③学校・家庭・地域の連携
強化のための体制づくり

� � !"#$������
①｢早寝・早起き・朝ごは
ん｣ の励行
②家庭学習の習慣の確立

� �%�����
① ｢わかる授業｣ のための
授業改善
②進路指導の充実
③家庭学習の指導
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・東北町中学３年生
…221.8点

・県平均 …255.5点
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※それぞれ全国平均を100とし
た場合の数値
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町
内
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
実
施

し
た
学
習
適
応
性
検
査
の
結
果
、
家

庭
学
習
の
時
間
は
、
小
学
校
高
学
年

で
は
30
分
未
満
の
児
童
が
、
中
学
校

で
は
30
分
か
ら
１
時
間
の
生
徒
の
割

合
が
最
も
多
く
、
中
に
は
全
く
勉
強

し
て
い
な
い
子
ど
も
も
い
る
な
ど
、

全
国
平
均
に
比
べ
て
家
庭
学
習
の
時

間
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
塾
や
家
庭
教
師
の
指

導
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
も
全
国
に

比
べ
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

学
校
以
外
で
の
学
習
時
間
は
、
全
国

平
均
に
比
べ
、
と
て
も
少
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

は
、
家
庭
・
地
域
社
会
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て

｢

家
庭
学
習
の
習
慣

の
確
立｣

を
掲
げ
、
小
中
学
生
の
家

庭
学
習
時
間
や
、
各
家
庭
で
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
以
下
の
と
お
り
ま
と

め
ま
し
た
。

家
庭
学
習
は
、
学
校
の
先
生
の
指

導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
家
庭
で

の
協
力
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
な
り
に
計
画

を
立
て
て
、
一
定
時
間
自
主
的
に
学

習
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
に

も
、
家
族
ぐ
る
み
で
家
庭
学
習
の
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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ある調査で､ 部活動をしている子どものほうが､ 家庭学
習を始める時間が早く､ また学習量も多いというデータが
あります｡ このことから ｢学習時間はつくるもの・見つけ
るもの｣ であること｡ そしてそのためには ｢自己管理能力｣
を高めていく必要があるといえるのではないでしょうか｡
家庭学習は家庭の理解が大前提です｡ いくら学校で指導
したとしても､ 教師は家庭の内部まで監視することはでき
ません｡ 家庭と学校がそれぞれきちんと役割を果たし､ 連
携し合って､ 同じベクトルで進むことが大切です｡ そして､
将来行きたい学校や就きたい職業など､ 早い時期から明確
な進路のビジョンを持つことが､ 勉強へのエネルギーを生
み出します｡
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予習・復習はとても大切です｡ 宿題のほかに､ 自分で課
題を見つけて一定時間勉強することが､ 学力の向上につな
がります｡
そのためには､ 小学生は最低でも学年×10分間は家庭学
習をしなければならないとされています｡ しかし､ 学習適
応性検査の結果､ ほとんど達成されていないことが明らか
になりました｡ 初めから目安通りには行かないと思います
が､ 何事も継続することでリズムが出てきます｡
そこで保護者の皆さんには､ ｢テレビを見ながらしない｣､
｢よい姿勢でする｣､ ｢机の上をきれいにして行う｣ などと
いった､ 子どもが勉強しやすい環境づくりから取り組んで
いただきたいと思います｡
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早寝・早起き・朝ごはんの励行と､ 合わせて家庭学習時
間確保のためにゲームやテレビの時間を決め､ 家族におけ
る子どもの生活リズムを形成することが大切です｡ 低学年
の家庭学習は､ 宿題のない日､ 読書でもいいのです｡ 大事
なのは､ 毎日自主的に机に向かう習慣をつけることです｡
また学習の目的を ｢いい点数を取るため｣ とか ｢家の人
に誉められたいから｣ ととらえさせるより､ ｢自分の能力
を伸ばすため｣ や ｢分かることが楽しいから｣ という自己
の伸長や将来を見据えたものになるような声がけをしても
らいたいです｡ 何事も努力次第で成果が上がるものです｡
常に ｢願いや思い｣ をしっかり持ち､ その実現に向けて努
力する姿勢を育てていきたいものです｡
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東
北
消
防
署

(

天
間
登
署
長)

と

上
北
消
防
署

(

花
松
正
夫
署
長)

は

一
月
二
十
五
日
、
千
曳
地
区
学
習
等

供
用
セ
ン
タ
ー
と
新
山
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
文
化
財
防
火
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
同
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
貴

重
な
文
化
財
を
保
存
し
て
い
た
建
物

で
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し

て
実
施
。
文
化
財
の
搬
出
の
ほ
か
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
に
よ
る
消
火
活

動
の
訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
町

民
は
万
一
の
火
災
に
備
え
て
の
活
動

方
法
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
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中
部
上
北
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
育
成

協
議
会

(

小
笠
原
秀
文
会
長)

は
一

月
十
八
日
と
二
十
四
日
、
町
民
文
化

セ
ン
タ
ー
と
中
央
公
民
館
で
防
火
映

写
会
を
開
き
、
園
児
に
火
事
の
怖
さ

を
伝
え
ま
し
た
。

同
協
議
会
に
は
、
町
内
の
保
育
園

児
で
構
成
す
る
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

加
入
し
て
お
り
、
映
写
会
に
は
両
会

場
合
わ
せ
て
約
三
百
人
の
会
員
が
参

加
。｢

ア
ザ
ラ
シ
・
タ
マ
ち
ゃ
ん
の

火
の
用
心｣

と

｢

と
っ
と
こ
ハ
ム
太

郎
の
と
っ
と
こ
大
事
だ
防
火
訓
練｣

の
二
本
の
映
画
を
通
じ
、
火
事
や
地

震
の
怖
さ
を
改
め
て
学
ん
で
い
ま
し

た
。

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�

 
!

��"
�
#
$
�
%
&

��������������  !!""##$$%%&&''(())**��++

中
部
上
北
消
防
本
部

(

浦
田
正
志

消
防
長)

は
二
月
一
日
、
四
十
周
年

を
祝
う
会
を
開
き
、
参
加
し
た
関
係

者
約
百
九
十
人
が
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
防
災
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
中
部
上
北
広
域
事
業

組
合
管
理
者
の
竹
内
町
長
が

｢

こ
れ

ま
で
築
い
た
伝
統
を
受
け
継
い
で
い

き
た
い｣

と
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、

消
防
職
員
五
人
に
よ
る
意
見
発
表
会

も
行
わ
れ
、｢

地
域
の
番
人｣

と
題

し
て
発
表
し
た
、
中
央
消
防
署
の
小

笠
原
大
勝
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
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教
育
テ
レ
ビ
で
歌
の
お
姉

さ
ん
と
し
て
四
年
間
活
躍
し
、
現
在

ホ
リ
プ
ロ
の
音
楽
講
師
な
ど
を
務
め

て
い
る
小
笠
原
優
子
さ
ん

(

小
川
原

地
区
出
身)

を
招
い
て
の

｢

想
い
で

の
詩
コ
ン
サ
ー
ト｣
が
一
月
二
十
三

日
、
小
川
原
湖
公
園
内
に
あ
る
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン

｢

マ
リ
ン
シ
ャ
ト
ー｣

で
開
催
さ
れ
、
来
場
者
が
優
し
い
歌

声
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
国
各
地
の
農
家
レ
ス
ト

ラ
ン
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
八
甲
田
農
協
女
性
部

が
今
回
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
、

会
場
に
は
普
段
か
ら
同
レ
ス
ト
ラ
ン

を
利
用
し
て
い
る
主
婦
ら
、
約
三
十

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
さ
ん
は
白
鳥
が
舞
う
冬
の

小
川
原
湖
を
バ
ッ
ク
に
、
電
子
ピ
ア

ノ
を
弾
き
な
が
ら

｢

冬
景
色｣

や

｢

な
ご
り
雪｣

な
ど
冬
に
ち

な
ん
だ
歌
の
ほ
か
、｢

千
の

風
に
な
っ
て｣

な
ど
の
十
曲

を
披
露
。
途
中
、
上
手
に
歌

う
コ
ツ
を
教
え
た
り
、
来
場

者
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
、
歌
の
楽
し
さ
を

伝
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
レ
ス
ト
ラ
ン
手
作
り

の
ケ
ー
キ
や
ゼ
リ
ー
も
振
る

舞
わ
れ
、
約
一
時
間
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
大
好
評
で
し
た
。

同
女
性
部
長
で
、
小
笠
原

さ
ん
の
母
親
で
も
あ
る
小
笠

原
廣
子
さ
ん
は

｢

今
後
も
二

回
、
三
回
と
開
催
し
、
女
性

が
輝
く
町
に
し
て
い
き
た
い｣

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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上
北
連
合
婦
人
会

(

米
内
山
サ
ツ

会
長)

主
催
の
第
二
十
七
回
東
北
町

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
素
人
芸
能
発
表
会
が

二
月
三
日
、
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
町
内
の
婦
人
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
ま
た
保
育

園
の
園
児
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
練
習

し
て
い
る
歌
や
踊
り
、
劇
な
ど
を
披

露
す
る
た
め
開
催
し
た
も
の
。
今
年

は
、
初
め
て
上
北
小
学
校
音
楽
部
員

に
よ
る
吹
奏
楽
も
演
奏
さ
れ
、
た
く

さ
ん
の
観
客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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旧
小
正
月
の
伝
統
行
事
と
風
習
展

が
二
月
八
日
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で

開
か
れ
、
参
加
し
た
お
年
寄
り
や
子

ど
も
た
ち
約
二
百
六
十
人
が
、
五
穀

豊
穣
を
願
う
昔
な
が
ら
の
行
事
を
再

現
し
ま
し
た
。

雪
中
田
植
え
で
は
、
上
北
小
学
校

の
児
童
と
お
年
寄
り
が
、
田
ん
ぼ
に

見
立
て
た
雪
の
上
に
五
穀
の
ワ
ラ
を

植
え
込
ん
だ
あ
と
、｢

ホ
ガ
、
ホ
ガ

(

奉
賀)｣

と
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
、

周
囲
に
肥
料
と
な
る
糠
を
ま
き
ま
し

た
。ま

た
、
参
加
者
全
員
で
繭
玉
作
り

を
楽
し
む
な
ど
、
参
加
者
は
昔
の
正

月
ム
ー
ド
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。



�

小
川
原
保
育
園(
田
高
正
子
園
長)

は
一
月
二
十
六
日
、
お
も
ち
つ
き
会

を
開
き
、
招
待
し
た
地
域
の
皆
さ
ん

ら
約
五
十
人
と
繭
玉
づ
く
り
や
神
楽

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

繭
玉
づ
く
り
で
は
、
浴
衣
姿
の
園

児
た
ち
が｢

米
節｣

を
歌
い
な
が
ら
、

会
場
を
訪
れ
た
方
に
色
と
り
ど
り
の

モ
チ
を
手
渡
し
た
あ
と
、
全
員
で
水

木
に
モ
チ
を
飾
り
、
伝
統
的
な
正
月

飾
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
小
川
原
神
楽
連
中
保
存
会
の

神
楽
も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
園
児
は

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。
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大
鹿
書
道
教
室
に
通
う
小
中
学
生

二
十
三
人
が
、
大
東
文
化
大
学
主
催

の
第
四
十
九
回
全
国
書
道
展
で
、
推

薦
賞
な
ど
特
選
以
上
の
賞
を
受
賞
し
、

喜
び
に
沸
い
て
い
ま
す
。

こ
の
書
道
展
に
は
全
国
か
ら
二
万

点
以
上
の
応
募
が
あ
り
、
同
教
室
か

ら
は
、
推
薦
賞
以
上
に
七
人
、
特
選

に
十
六
人
が
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
同
教
室
は
優
秀
団
体
賞
も
受

賞
し
て
お
り
、
指
導
し
た
大
鹿
力
さ

ん
は

｢

自
分
の
心
を
紙
い
っ
ぱ
い
に

表
現
し
た
結
果｣

と
子
ど
も
た
ち
を

た
た
え
て
い
ま
し
た
。
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第
二
回
東
北
町
女
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
一
月
二
十
七
日
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
七
チ
ー
ム
、
約
百
四
十
人

の
町
民
が
五
種
目
の
競
技
で
熱
戦
を

展
開
し
ま
し
た
。

競
技
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な

ど
の
ほ
か
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
使
い
コ
ー

ト
上
の
デ
ィ
ス
ク
を
滑
ら
せ
て
得
点

を
競
う
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
と
い
う

競
技
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
滝
沢
平
分
館
②
水
喰
分
館
③
栄
町

レ
デ
ィ
ー
ス
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小
川
原
湖
漁
協
組
合
員
の
千
葉
優

士
さ
ん(

大
浦)

が
一
月
二
十
三
日
、

青
森
県
青
年
漁
業
士
に
認
定
さ
れ
、

青
森
市
の
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
た
漁
業
士
認
定
式
で
認
定
証
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

千
葉
さ
ん
は
、
同
漁
業
士
と
し
て

は
東
北
町
で
四
人
目
の
認
定
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
は
漁
業
生
産
や
水
産

加
工
な
ど
の
研
究
や
、
漁
村
環
境
づ

く
り
の
活
動
を
行
う
と
も
も
に
、
地

域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
漁
協

青
年
部
や
女
性
部
な
ど
の
団
体
に
、

参
加
、
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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第
二
回
町
民
総
合
体
育
大
会
冬
季

大
会
が
二
月
九
日
、
十
日
、
北
総
合

運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
六
種
目
で
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
九
月
に
行
わ
れ
た
秋
季

大
会
と
の
合
計
点
数
で
争
わ
れ
る
総

合
の
部
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

三
種
目
を
制
し
た
第
一
小
チ
ー
ム
が
、

み
ご
と
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

◆
総
合
成
績

(

秋
・
冬
季
合
計)

①
第
一
小
②
小
川
原
③
旭
町
④
栄
町

⑤
上
野
⑥
南
町
⑦
乙
供
⑧
本
町
⑨
蛯

沢
⑩
甲
地
⑪
新
町
⑫
新
山
⑬
寒
水
⑭

夫
雑
原
⑮
千
曳

◆
冬
季
大
会
種
目
別
成
績

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子

①
南
町
②
小
川
原
③
上
野
・
旭
町

▽
バ
レ
ー
男
子

①
第
一
小
②
蛯
沢
③
本
町
・
南
町

▽
バ
レ
ー
女
子

①
第
一
小
②
小
川
原

③
南
町
・
旭
町

▽
卓
球

①
栄
町
②
小
川
原
③
旭
町

▽
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

①
第
一
小
②
新
山
③
旭
町
・
栄
町

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ

①
乙
供
②
旭
町
③
新
山
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町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

(

蛯
名
俊
彦

会
長)

主
催
の
第
二
回
町
民
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
一
月
二
十
七
日
、
三
沢

ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
か
ら
七
十
二
人

が
参
加
。
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
の

た
び
に
歓
声
を
あ
げ
る
な
ど
、
選
手

た
ち
は
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
な
が

ら
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て

い
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
蛯
名
堅
次
②
蛯
名
重
仁
③
田
嶋
美

華
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第
二
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(

九
人
制)

が
一
月
二
十
日
、
総
合

運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
か
ら
女
性
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
六
組
が
参
加
。
チ
ー

ム
間
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
も
、
激

し
い
ラ
リ
ー
を
展
開
す
る
な
ど
熱
い

戦
い
を
繰
り
広
げ
、
冬
の
間
の
運
動

不
足
を
解
消
し
て
い
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
ナ
イ
ン
９
②
ポ
プ
ラ
デ
イ
ラ
イ
ト

③
滝
沢
平

++,,		--		..//00		1122		33

4455
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第
三
回
東
北
町
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
百
九

十
九
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
九

十
二
人
の
児
童
・
生
徒
が
受
賞
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

(

敬
称
略)

�
�
�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

熊
野
桂
也

(

五
年)

瀬

川
育
美

(

一
年)

▽
入
選－

瀬
川
真
実
子
、
瀬
川
由
希

奈

(

六
年)

内
山
洋
介

(

五
年)

太

田
絵
理
子

(

四
年)

蛯
名
未
来

(

三

年)▽
佳
作－

沢
尾
麻
衣
、
瀬
川
迪
子

(

六
年)

阿
部
恭
征
、
佐
々
木
龍
太

朗(

五
年)

四
戸
優
大(

四
年)

佐
々

木
莉
子
、
米
内
山
裕
樹

(

三
年)

瀬

川
櫻

(

二
年)

�
�
	
�
�
�

▽
優
秀
賞－

差
波
維

(

五
年)

新
毛

実
結

(

四
年)

▽
入
選－

坂
本
夏
菜

(

六
年)

小
笠

原
桃
香

(

四
年)

▽
佳
作－

大
坂
こ
の
み
、
新
山
真
生
、

和
田
星
奈

(

四
年)

中
野
侑
里
香

(

一
年)

�
�


�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

小
笠
原
慶
、
沼
田
莉
子

(

四
年)

▽
入
選－

沼
尾
亜
美

(

六
年)

橘
悠

奈
、
小
笠
原
貴
彦

(

五
年)

沼
田
夢

(

二
年)

沼
尾
美
輝

(

一
年)

▽
佳
作－

市
川
愛
恵

(

六
年)

富
岡

実
梨
、
蛯
名
留
美
、
市
川
野
土
香

(

五
年)

冨
岡
加
奈
子
、
小
笠
原
菜
々

子

(

四
年)

市
川
さ
と
み

(

三
年)

小
笠
原
舞

(

二
年)

�
�

�
�
�
▽
優
秀
賞－

漆
畑
瑠
梨
奈

(

五
年)

二
ツ
森
朱
(

三
年)

▽
入
選－
川
口
侑
華

(

六
年)

古
里

尭
士(

五
年)
乙
供
安
由
美(

四
年)

谷
川
将

(

三
年)
楠
智
美

(

二
年)

▽
佳
作－

藤
田
瑞
穂
、
久
保
田
美
宥

(

六
年)

乙
部
祐
斗
、
野
田
頭
結
子
、

乙
山
大
輔
、
田
中
希
実

(
五
年)

天

間
陸(

三
年)

大
湊
菜
々
美(
二
年)

�
�
�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

神
谷
美
有

(

六
年)

大

山
菜
摘

(

三
年)

▽
入
選－

大
山
汐
梨

(

六
年)

洞
内

真
雪(

五
年)

木
村
な
ゝ
実(

四
年)

岡
山
瞳
華

(

二
年)

神
谷
美
洸

(

一

年)▽
佳
作－

久
保
田
亮
翔
、
久
保
田
美

紗
季
、
沢
田
優
佳

(

六
年)

久
保
田

祥
弥
、
久
保
田
拓
真

(

五
年)

�
�
�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

北
村
そ
の
か

(

一
年)

▽
入
選－

戸
澤
真
尋
、
佐
々
木
結
麻

(

四
年)

▽
佳
作－

清
水
目
な
な
子

(

五
年)

太
田
航
視

(

三
年)

清
水
目
実
花

(

一
年)

�
�
�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

福
村
千
花

(

三
年)

▽
入
選－

澤
田
賢
也

(

六
年)

吹
越

裕
妃

(

四
年)

▽
佳
作－

土
井
博
輝

(

六
年)

吹
越

菜
月

(

三
年)

�
�
	
�
�
�

▽
優
秀
賞－

大
山
紗
季

(

三
年)

大

久
保
亜
衣

(

一
年)

▽
入
選－

向
井
綾
乃

(

二
年)

長
尾

泰
尚
、
永
峯
梨
香

(

一
年)

▽
佳
作－

蓬
畑
文
香

(

三
年)

枋
木

有
紗

(

二
年)

乙
部
祥
太
、
乙
山
愛

璃

(

一
年)

�
�
	
�
�
�
�

▽
優
秀
賞－

澤
田
あ
か
り

(

三
年)

▽
入
選－

新
堂
修
平

(

三
年)

▽
佳
作－

中
村
結
香

(

二
年)

浜
田

智
恵

(
一
年)

�
�
	
�
�
�

▽
優
秀
賞－

佐
藤
梓

(

二
年)

▽
入
選－

蛯
名
絢
子

(
三
年)

▽
佳
作－

沼
村
雅
樹

(
一
年)
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広報２月号12ページの ｢４月からゴミの分別・収集方法が一部変更になります｣ に誤りがあ
りましたので､ お詫びして訂正します｡
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ここに20周年の大きな節目を迎えられるのも､
時には親と一緒に涙を流し､ 笑ったり､ 喜ん
だり､ いつも家族同様に見守り､ 励ましてく
ださった保健師さんや地域の皆さんなど､ 数
多くの方々に支えられたおかげだと思ってい
ます｡ 本当にありがとうございました｡
今後も障害があっても安心して暮らせるよ

うに､ 皆さんのご理解とご支援をよろしくお
願いします｡
タンポポ教室の活動を何か形で残したいと

いう思いで､ 記念誌の作成にみんなで取り組
んでいます｡ 今まで20年間の写真や出来事を
振り返り､ 参加者同士ワイワイと話し合いな
がら作業を進めています｡
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タンポポ教室はとても明るい会です｡ ｢障害
者の親です｣ と言うとびっくりされることが
あります｡ 世間一般には ｢障害｣ イコール
｢暗くてマイナス｣ のイメージがあるようです｡
確かに暗くならざるを得ないような現実もあ
り､ そんな時期もありました｡
ひと山､ ふた山と乗り越え､ 明るく前向き

に生きていこうとしている人たちの集まりが
タンポポ教室だと思っています｡ 子どもの障
害を通して､ 親自身が成長していかなければ
ならないと思いがんばっているところです｡

今年で20周年を迎えるタンポポ教室では､
現在､ 記念誌を作成しています｡ 上記は記念
誌に載せる､ 母親の原稿の抜粋です｡
小さかった子どもたちも､ 学校を卒業し､

施設の通所や作業所など､ それぞれに合った
場所に通い､ 落ち着いて生活しています｡

ここで､ タンポポ教室代表の馬場まい子さ
んの原稿を紹介します｡

��������	
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タンポポ教室がスタートした昭和63年､ 息
子は３歳｡ 多動で言葉もありませんでした｡

集団の中で生活させたいと､ 保育園に事情を
説明して入園させてもらいましたが､ ほかの
子を押す､ 引っ張るなどして泣かせたらしく､
ケガをさせてはいけないということで､ 初日
の３時間程度でやめなければいけなくなった
という辛い思い出があります｡
その当時は障害児に関して､ 今のように情

報も多くありませんでした｡ 片時も息子と離
れたこともなく､ 心身共に疲れ果てていた頃､
保健師さんが家庭訪問に訪れてくれました｡
その時に ｢うちの子以外にも障害のある子は
いますか｡ いるのであれば､ そのお母さんと
話しがしたい｣ と言ったような気がします｡
このことがきっかけとなり ｢タンポポ教室｣
が始まりました｡ 三人からのスタートでした｡
この教室では保育士さんも従事していたた

め､ 子どもから開放され､ 愚痴のこぼし合い
ができる癒しの場となっていました｡ 子ども
たちの成長と共に親の気持ちも前向きになり､
福祉関係者や専門家の皆さんを招いての学習
会を開き､ 平成３年度に障害児保育がスター
ト｡ ようやく息子も５歳で集団生活に入るこ
とができました｡ そして､ どうにか保育所生
活も終え､ 親子で涙ながらに卒園証書を受け
取ったことが思い出されます｡
次に､ 地域の理解を深めてもらおうと､ 子

どもたちとおもちゃ作りで交流したものの､
それはとても難しいことでした｡ そこで地域
住民の皆さんに呼びかけをして ｢子育てフォー
ラム｣ を開き､ メンバーの一人が体験を発表
しました｡ また､ 町の行事に子どもたちの作
品や教室の活動記録を展示して､ 皆さんに見
ていただき､ 少しは地域の中で暮らしている
ことがアピールできたのかなぁと思っていま
す｡
次第に新メンバーも増えて ｢自分たちでで

きることから始めよう｣ と自主活動も行うよ
うになりました｡ 今では､ ゴミ拾い､ 送る会､
コンサートなどを行っています｡
現在息子は22歳｡ 体も大きく成長して､ 施

設の通所部に毎日元気よく通っています｡ 今
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75歳以上 (一定の障害のある方は65歳以上) の方は､ 現在の国保資格を喪失し､ 青森県広域連合
が運営する ｢後期高齢者医療制度｣ に加入することになります｡ このため､ 平成20年度からは国保
税が課税されなくなり､ その代わりに後期高齢者医療保険料を支払うことになります｡

������������	����� !"����#�$%&'(

・70歳以上75歳未満の方が病院等にかかったときの自己負担割合について､ これまで１割であった
方は２割になります｡ ３割の方はそのまま３割です｡
・70歳以上75歳未満の方のうち､ ｢一般｣ に該当する方の自己負担限度額 (１月当たり) が引き上
げられます｡
・外来 (個人ごと) 24,600円 (改正前は12,000円)
・外来と入院 (世帯ごと) 62,100円 (改正前は44,400円)

�)*+���,�����%- (

これまで３歳未満が対象となっていた乳幼児医療費の自己負担割合２割が､ 小学校入学前まで拡
大されます｡ なお､ 乳幼児の医療費については､ 自己負担分の医療費助成制度があります｡ 詳しく
は23ページをご覧ください｡

��./0�12��3,456,����

これまで70歳以上の方が負担していた､ 療養病床入院時の ｢食費・居住費｣ を､ 65歳以上70歳未
満の方も負担することになります｡

�78������9:�

会社などを退職して国保に加入し､ 厚生年金などを受給している75歳未満の方とその被扶養者は､
退職者医療制度で医療を受けていますが､ この対象年齢が75歳未満から65歳未満に変わります｡ 65
歳以上の方は､ 一般の国保加入者となります｡

��$��4�$;<!=���>?

医療負担が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる場合､ それぞれの自己負担限度額を適用
後に､ 両方の年間の自己負担を合算します｡ この合算額 (毎年８月～翌年７月までの年額) が､ 一
定の限度額 (年額) を超えた場合に､ 高額介護合算療養費として支給されます｡ 支給開始は､ 平成
21年８月以降になる予定です｡

�@AB�CDEF�����GH�IAJ�KLMN

被保険者全員が65歳以上75歳未満である世帯に課税される国保税について､ 世帯主の年金からの
特別徴収 (天引き) が始まります｡ ただし､ 年金額 (年額) が18万円以下の場合や､ 介護保険料の
天引きと合わせた額が年金額の２分の１を越える場合などは､ これまでどおり納付書で納める (普
通徴収) ことになります｡

�O!P

役場 町民課 国民健康保険係 TEL0176-56-3111又はTEL0175-63-2111
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なお､ 制度改正の激変緩和措置として､ 平成20年４月から平成21年３月までは､ 70歳以
上75歳未満の方の自己負担割合を ｢２割｣ としないで ｢１割｣ に据え置く予定です｡ 自己
負担限度額 (一般) についても､ 同じく据え置く予定です｡
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1

舞 踊

舞扇毬菊 上北第１教室 5
2 舞扇毬菊 上北第２教室 6
3 若柳流 幸扇会 7
4 若柳流 秀扇会 17
5 若柳流 佳扇会 上北教室 5
6 南部民謡手踊保存会 6
7 石川流上北支部 舞踊民部研究会 17
8 彩湖舞姫会 23
9 花柳流 珠扇会 個人
10 神刀流 吟詠・剣舞教場 個人
11
舞 踏

社交ダンス愛好会 17
12 フラ愛好会 22
13 郷 芸 郷土芸能保存会 86
14

音 楽

上北吟友会 6
15 三沢吟詠会 瑩明教場 5
16 箏に親しむ会 8
17 みちのく吟詠会 個人
18
茶 道

表千家 茶道 蛯名教室 9
19 茶道 裏千家 蛯名社中 13
20 茶道クラブ 5
21
華 道

池坊蛯名 華道教室 9
22 華道クラブ 12
23 小原流 上北教室 6
24 文 芸 あけぼの句会 8
25
書 道

日本習字 ふくろう教室 31
26 日本習字 栄町書道教室 37
27 写 真 写真愛好会 7
28

工 芸

高田編み物教室 12
29 手編み愛好会 9
30 和紙創作クラブ 9
31 陶芸クラブ 12
32 古 文 古文書に親しむ会 17
33
料 理

料理クラブ 26
34 薬草薬膳料理研究クラブ 27
35 奥州上北手打そば愛好会 11
36
園 芸

観賞菊友の会 19
37 上北山野草の会 24
38 着 付 上北着付け教室 個人
39
絵 画

絵 画 個人
40 絵 画 個人

� � � � � � �	


1 舞 踊 若柳流 乙供佳扇会 15
2 演 劇 スタジオ 花梨党 6
3 郷 芸 東北町民俗芸能保存会 240
4
音 楽

こだまコーラス 12
5 みちのく吟詠会 東北町教場 4
6 大正琴みちのく同好会 乙供支部 18
7 茶 道 茶道 江戸千家愛好会 7
8
華 道

小原流 安達社中 11
9 草月流 生花愛好会 16
10
文 芸

いしぶみ俳句会 8
11 東北町都母短歌会 10
12 歩道短歌会 個人
13

書 道

日本習字 乙供支部 12
14 日本習字 やまびこ支部 14
15 教育習字普及連盟 5
16 書 道 個人
17 書 道 個人
18 書典会 個人
19 工 芸 陶芸クラブ 22
20 写 真 写真クラブ 9
21 絵 画 絵 画 個人
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□主任児童委員
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□主任児童委員

◆問合せ－役場 福祉課 (TEL 0176-56-3111 又は TEL 0175-63-2111)
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内閣府では､ 広い国際的視
野と国際協調の精神を身につ
けた青年を育成するため､ 青
年国際交流事業を実施してい
ます｡
�������	


カンボジア・ドミニカ共和
国・ラオスなどに15人の日本
青年を20日間程度派遣｡ 国際
協力活動の体験やホームステ
イなどを行います｡
���������	


中国に25人の日本青年を20
日間程度派遣｡ 文化・スポー
ツを通じた交流や､ 社会福祉
施設等の訪問などを行います｡
���������	


韓国に25人の日本青年を15
日間程度派遣｡ 文化・スポー
ツを通じた交流や､ 社会福祉
施設等の訪問などを行います｡
�������

日本青年約120人と外国青
年約140人が､ 40日間程度船
内で共同生活をしながら､ニュー
ジーランドやトンガを訪問し
ます｡
��������

日本青年約40人とＡＳＥＡ
Ｎ10か国の青年約300人が､
50日間程度船内で共同生活を
しながら､ ブルネイ・インド
ネシアなどを訪問します｡
����－▽内閣府ＨＰ
URL http://www.cao.

go.jp/koryu/
▽教育委員会 社会教育課
TEL 0176-56-5180

�������
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���－３月15日(土)
～３月16日(日)
午前９時～午後３時
���－ぎんなん寮内ハンズ
パーク
� !－各種鉢花又は骨付き
フランクフルトをプレゼン
ト (両日先着100名様) ・
観葉植物等オークションセー
ル (両日正午から) ・タイ
ムサービス・抽選会・特産
品フェア・福祉フェアなど
����－公立ぎんなん寮
TEL 0176-56-5121

���� !"
#$%&'(
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)��－３月８日(土)
～４月６日(日)

(10：30・12：00・14：30・
15：30 の４回)
) !－科学ショートフィル
ム ｢ガンダム新体験0087グ
リーンダイバーズ｣ (上映
時間23分)
)*�+

大人200円・子ども100円・
幼児は無料
����－三沢航空科学館
TEL 0176-50-7777
URL http://www.koku

Kagaku.jp/

)*+,-.
/01234567

��,-./01

・期日－４月29日(火・祝)
～５月６日(火・祝)

��,-23/01

・期日－７月26日(土)
～７月27日(日)

��,-4/01

・期日－８月28日(木)
～８月31日(日)

�����567/0

4/01

・期日－９月11日(木)
～９月14日(日)

�����567/08

・期日－９月13日(土)

����－役場 商工観光課
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離婚時における厚生年金の
分割については､ 平成19年４
月１日から合意分割制度が実
施されたところですが､ 平成
20年４月１日からは､ ３号分
割制度が実施されます｡
３号分割制度は､ 次の条件
に該当した場合に､ 国民年金
の第３号被保険者であった方
からの請求により､ 平成20年
４月１日以降の相手方の厚生
年金の保険料納付記録を､ ２
分の１ずつ当事者間で分割す
ることができる制度です｡
�������	

平成20年４月１日
�
���������

平成20年４月１日以後に離
婚等をした場合
�
�����

婚姻期間のうち､ 平成20年
４月１日以後の第３号被保険
者期間中の厚生年金の保険料
納付記録
�
����

第３号被保険者期間中に厚
生年金の被保険者であった方
から､ 第３号被保険者であっ
た方に対して記録を分割
�
����

２分の１
�������

当事者のうち､ 第３号被保
険者であった方による請求

��������
�� !"#

平成20年４月分から､ 月々
の保険料が14,410円となりま
す｡ 年金を支払える力と給付
のバランスをとるために､ 保
険料の段階的な引き上げを行っ
ています｡ 皆さんのご理解を
お願いします｡
口座振替で国民年金保険料
を納めると､ 指定した口座か
ら毎月自動的に引き落とされ
るので､ 手間や時間が省けて
納め忘れがなく､ 便利・安心・
確実です｡ また､ 早割制度や
前納制度を利用すると保険料
が割り引きされます｡
口座振替の申込用紙 (振替
方法の変更も同じ申込用紙と
なります) は､ 納付書に綴ら
れているほか､ 役場や各金融
機関の窓口､ 社会保険事務所
に備え付けてあります｡ また
社会保険庁のホームページ
(http://www.sia.go.jp/) か
ら印刷することもできます｡
����

ねんきんダイヤル
TEL 0570-05-1165
青森社会保険事務所
TEL 017-734-7495 (代表)

$%��&'�()
*+,-./

���� !"#$%

日時－３月26日(水)
午前10時～午後２時30分
�&'�()*+��

相談日の１か月前から､ 社
会保険事務所にて電話で受付
しています｡
�(*+,���

青森社会保険事務所
TEL 017-734-7498
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現在就学をしている方､ 平
成20年度に入学が決まってい
る方で､ 次に該当する世帯を
対象に､ 修学資金貸付の受付
をします｡
なお､ 貸付利子は無利子で
すが､ 貸付限度額は､ 国公立・
私立､ 及び自宅・自宅外通学
によって異なります｡
����－低所得世帯に属す
る方が､ 学校教育法に規定
する高校・大学 (短大) ・
高等専門学校に就学するた
めに必要な経費
・高校－月35,000円以内
(償還期間６年以内)

・高専－月60,000円以内
(償還期間８年以内)

・短大－月60,000円以内
(償還期間８年以内)

・大学－月65,000円以内
(償還期間10年以内)

������－低所得世帯に
属する方が､ 高校・大学又
は高等専門学校への入学に
際し必要な経費
・450,000円以内
�	
�－東北町社会福祉協
議会
TEL 0175-63-2717 (本所)
TEL 0176-56-5552 (支所)

���������
�������

町消防団では､ 会社員・自
営業者など､ さまざまな職種・
幅広い年齢層の皆さんが活躍
しています｡
現在､ 欠員が生じている地
域にお住まいの方で､ 防火・
防災のために意欲的に活動で
きる方を募集しています｡
����－消防団の区域内
に居住又は勤務する､ 心身
共に健康な18歳以上の方
�	
�－役場 総務課
TEL 0176-56-3111又は
TEL 0175-63-2111

�� !"#$%&'(

�����������

�����－22歳以上26歳未
満 (大学院修士課程修了者
は28歳未満)
����� ������

�����－歯科：専門の大
学卒で20歳以上30歳未満､
薬剤科：専門の大学卒で20
歳以上26歳未満 (大学院修
士課程修了者は28歳未満)
�!"#$%�&��'

�����－平成20年７月１
日現在18歳以上34歳未満
�!"#$%�&�('

�����－平成20年７月１
日現在18歳以上で国家資格
を有する者
�	
�－自衛隊青森地方協
力本部 三沢募集案内所
TEL 0176-53-1346

)*+,-./01�
2'(3��

青森県では､ 地域における
男女共同参画を推進するため､
｢青森県男女共同参画推進員｣
を募集します｡
�)*+,

▽県や地域においての広報・
啓発運動への参加・協力
▽地域における実情把握と県
への情報提供
▽他の地域活動団体等との情
報交換
▽各種研修会等への参加
�-.

▽県内に居住する満20歳以上
の方
▽男女共同参画に関心があり､
男女共同参画の推進に主体
的に活動できる方
▽期間中､ 継続して活動でき
る方
�/012

平成20年４月１日～
平成22年３月31日
�	
�－役場 企画課
TEL 0176-56-3111又は
TEL 0175-63-2111

4567�89:;

人事院では､ 国家公務員採
用Ⅰ種及びⅡ種試験 (いずれ
も大学卒業程度) を実施しま
す｡
�3456

�789:－４月１日(火)
～４月８日(火)

�;<=56－５月４日(日)
�>456

�789:－４月11日(金)
～４月22日(火)

�;<=56－６月22日(日)
�	
�－人事院東北事務局
TEL 022-221-2022
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自動車税の納税通知書は､
原則として運輸支局に登録さ
れている住所 (車検証に記載
されている住所) にお送りし
ています｡
引越しなどで住所が変わっ
た場合は､ 運輸支局で住所の
｢変更登録｣ の手続きが必要
となります｡
３月中に住所の変更登録が
できない場合は､ 電話等によ
り上北地域県民局県税部まで
お知らせいただくか､ 県税・
市町村税インフォメーション
から住所変更の届け出を行っ
てください｡
����

▽上北地域県民局県税部
TEL 0176-22-8111
(内線213・214)

▽県税・市町村税インフォメー
ション
URL http://www.pref.

aomori.lg.jp/zeimu/

�������
������ ��!"

町では､ これまで入院時の
医療費のみが対象であった４
歳～就学前児童の給付内容を
拡充し､ 平成20年４月診療分
から通院時医療費も給付対象
とします｡
所得審査の結果､ 対象となっ
た方には新しい受給資格証を
発行します｡
給付方法は､ 従来どおり償
還払いとなりますので､ 受診
された医療機関等の領収書を
持参し､ 役場福祉課の窓口に
て申請書を提出してください｡

�#$%&'�
&()*+�,�

児童扶養手当は､ 平成20年
４月から､ 受給者が手当てを
受けてから５年経過した等の
場合､ 所定の手続きを行わな
いと手当ての一部が支給停止
されます｡
対象者の方には､ 後日お知
らせが届きますので､ 忘れず
に手続きをしてください｡
����－役場 福祉課
TEL 0176-56-3111又は
TEL 0175-63-2111

�-.��/012*
345�67�89!"

未成年者にたばこを買わせ
ないことを目的に､ ５月まで
に､ たばこ自動販売機は ｢成
人識別たばこ自動販売機｣ に
変わります｡
この自動販売機を利用する
には､ 成人のみに発行される
ＩＣカード ｢ｔａｓｐｏ (タ
スポ)｣ が必要になります｡
タスポの申込書は､ たばこ
販売店店頭､ 及びホームペー
ジ (http://www.taspo.jp/)
で入手できます｡
未成年者喫煙防止のため､
皆さんのご理解とご協力をお
願いします｡

�-.*:�2
;�!<=>

平成18年に東北町へ納めら
れた ｢たばこ税｣ は､ 約１億
2,700万円でした｡
たばこ税の中には､ ｢市町

村たばこ税｣ があり､ これは
購入した市町村へ納められる
ことになっています｡
町内でたばこを買えば､ た
ばこ税は東北町に納められま
す｡
たばこを購入する際は､ ぜ
ひ町内でお買い求めいただく
ようお願いします｡
����－役場 税務課
TEL 0176-56-3111又は
TEL 0175-63-2111

��������	�

�� �－10時～12時

��	
－役場本庁舎

２階休養室

※�������	
��

お問い合わせください

�������
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� � � k Pd no�	

n Z � � SP n Z

� � � l �T � �

� � � � Ŝ � �
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